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・圧入工法設計・施工指針 -2020年版- (第2刷) ・圧入工法設計・施工指針 【参考資料】 

 第１章 総説  参考資料Ⅰ（研究に関する事項） 

  1－1 適用の範囲   Ⅰ－1 圧入工法の特徴に関する研究 

  1－2 指針の構成   Ⅰ－2  杭／矢板で構築される構造物の性能に 

  1－3 圧入工法  関する研究 

  1－4 根入れ構造物への反力杭方式の   Ⅰ－3 参考文献 
 圧入工法の適用例  参考資料Ⅱ（設計に関する事項） 

  1－5 関連する基準、指針など   Ⅱ－1 自立式土留め擁壁の設計計算例 

 第２章 計画・調査   Ⅱ－2 その他の適用事例 

  2－1 計画  参考資料Ⅲ（施工に関する事項） 

  2－2  調査   Ⅲ－1 圧入工法の詳細施工事例 

 第３章 設計指針   Ⅲ－2 日本における施工事例 

  3－1 自立式の土留め構造物の設計   Ⅲ－3 海外における施工事例 

  3－2 構造細目   Ⅲ－4 NETIS 登録技術 

 第４章 施工指針   Ⅲ－5 サイレントパイラー一覧表 

  4－1  施工概要   Ⅲ－6 クランプクレーン一覧表 

  4－2  施工計画   Ⅲ－7 周辺機器 

  4－3  施工   Ⅲ－8 止水が必要な場合の杭間処理 

  4－4  施工監理、圧入施工管理、モニタリング   Ⅲ－9 堤防被災箇所の圧入工法による 
    復旧対策技術に対する手法 
    Ⅲ－10  建設工事の評価手法 



『圧入工法設計・施工指針-2020 年版-（国際圧入学会、2020 年）』 改定のポイント 

 

① 改訂された「港湾の施設の技術上の基準・同解説（公益社団法人 日本港湾協会、2018 

年）」および「道路橋示方書（公益社団法人 日本道路協会、2017 年）」の記述内容との

整合性を図る。 

② 英文書籍 Press-in retaining structures: a handbook (国際圧入学会、2016年)との整

合性を図る。 

③ 直近5年間の圧入機器の機能および活用方法、研究成果の進展を反映させる。 

④ 新規の施工事例を採用するとともに、事例をより体系的に分類・整理し、読者の利便性

を高める。 

 

上記に加えて、本改訂版では、設計実務および施工計画を企画・立案する技術者が、圧入

工法を採用すべき工法の選択肢の一つとして取り上げ、工法選択に関して公平な判断ができ

るように客観的かつ中立的な記述を心掛けています。 

 

なお、本書は2021年12月に第2刷となりました。下記URLより変更点一覧をご確認下さい。 

URL：https://www.press-in.org/ja/page/guideline2020 

 

 


